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ここまで DeZeroを作る旅にお付き合いいただき、ありがとうございました。本書
によって、ディープラーニングのフレームワークについて、そしてディープラーニン
グ自体について新たな学びがあれば幸いです。もしそうであったとしたら、著者とし
て、これ以上の喜びはありません。最後に、ここでは本書の制作過程について簡単に
述べさせてもらい、本書を締めたいと思います。

本書の制作をスタートしたのは、2018年の 10月頃でした。結果として、本書の制
作には、およそ 1年半を要しました。制作を開始する時点では、その半分ぐらいの時
間で書けると予測していたのですが、毎回、自分の予測が当てにならないことを思い
知らされます。周囲の方にはご迷惑をかけたかもしれません。この場をお借りして、
お詫び申し上げます。
さて、本書のテーマは、ディープラーニングの「ミニ・フレームワーク」を自作す
ることです。そのようなテーマにした理由（つまりは本書を書こうと思った理由）は
主に 3つあります。1つ目は、現代のディープラーニングのフレームワークが過渡期
をすぎ、コミュニティの中で最大公約数のような共通の機能が定着した段階にあった
からです。本書を書くタイミングとしては、ちょうど良い時期だと感じられました。
本書を書こうと思った 2 つ目の理由は、フレームワークの中身を実装レベルで

理解するための本や文献がなかったことです。僕自身について言えば、Chainer や
PyTorch などのコード（フレームワークの中身のコード）から多くのことを学びま
した。それらの技術を正しく――そして、おもしろく――伝えることができれば、そ
れは価値あることだと考えました。

3つ目の理由は、Chainerのコードが美しかったことにあります。Chainerは見通
し良く設計されており、Define-by-Run という、時代を先駆けるアイデアを見事に
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実装していました。僕は、そのアイデアとコードに魅了されました。それが本書を書
く大きな原動力になりました。ただし、Chainerの中身は（初心者にとっては）巨大
で、複雑です。そこで、Chainerをベースとして、モダンな機能を持たせながら、で
きるかぎり単純化したフレームワークを作ることを目標にしました。

以上のことを考えながら、本書の方向性は
●

　す
●

　ん
●

　な
●

　りと固まりました。しかし、本書
の構成をどうするか――どうしたら読者の理解が進み、どうしたら「おもしろさ」を
伝えられるか――ということに関しては良いアイデアはありませんでした。それから
は、いろいろと模索し、試行錯誤する期間がしばらく続きました。そして制作を開始
して 3ヶ月ぐらいすぎたときに、「これは小さく少しずつ作りながら進めていく以外
に道はない」と思えてきました。そこからは多くの時間を費やして、それにふさわし
いプロット（ステップ・バイ・ステップで作り上げる構成）を考えていきました。結
果として、本書は全部で 60のステップからなる構成になりました。
余談ですが、この時期にディアゴスティーニの『週刊ロビ』を買って、二足歩行ロ
ボットの「ロビ」を作りました（こちらは全部で 70巻あります）。「ロビ」を読み進
めながら、どうやったら作り上げていく過程をワクワクする体験にできるかというこ
とを考えていました（ロビの制作は楽しく、良い気分転換になりました）。
そのようにして本書の構成も固まり、執筆にリズムが出てきました。そうすると、
本書の制作は実に楽しいものでした。特に、DeZero というオリジナルのフレーム
ワークを開発する作業には心躍りました。コードを書いたり、設計を考えたり、他の
コードを調査したりと、時間を忘れて作業をしたことを思い出します。ソフトウェア
を開発するという作業は、純粋に楽しいものだということを改めて実感しました。

今、本書を書き終えて、ほっとした気持ちと、もう少し書き続けたいという気持ち
が同居しています。本書は結果として「ステップ 60」がゴールとなりましたが、ゴー
ルに近づくにつれ、これからさらにおもしろくなりそうだと実感がわいてきたのも事
実です。たとえば DeZeroを使って、より発展的なモデル（GANや VAE、DQNや
BERT など）を実装するステップを追加したいと考えもしました。そうしたら「ス
テップ 100」まで行くのではないか、と夢想したこともありました。
しかし本書も大きくなり、フレームワークを作るという目標は十分に達成できたと
思います。何より、僕の当初の予想を超えて、DeZeroは大きく成長しました（本書
自体も、当初予想した分量の 1.5倍になりました）。「ステップ 100」というのは、僕
だけの（または読者の方の）Future Workに取っておくことにして、ここで筆をおこ
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うと思います。最後に、本書を手に取ってもらったこと、改めて感謝申し上げます。
ありがとうございました。
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